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DSP/BIOSの
コンフィグレーション

DSP/BIOSを使って作成するシステムの概要を図1に示

します．

DSP/BIOSのコンフィグレーションを行うため，コン

フィグレーション・ファイルを新規に作成します注 1．この

ファイルの名前を Conf_OLS.cdbとします．

このシステムでは，HWI（Hardware Interrupt）やSWI

（Software Interrupt），PRDオブジェクトとメモリを設定

する必要があります．図2は，システムに必要なPRDオ

ブジェクトと SW I オブジェクトを C o n f _ O L S .

cdbに追加したようすです．SWI オブジェクトの中の

PRD_swiは，PRDオブジェクトを追加したときに自動的

に追加されます．

● HWIオブジェクトの設定

A-D コンバータからのデータ受け取りに使用するMc

BSP1 の受信割り込みを，HWI オブジェクトの HWI_

INT11に対応させます．その設定方法は連載第1回注 2と

同じなので省略します．

● SWIオブジェクトの設定

手動で追加したSWIオブジェクトは五つです．それら

の名前を SWI_IO，SWI_LPF_Xfer，SWI_HPF_Xfer，
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図1 DSP/BIOSを利用して作成するシステム（右チャネルの高域通過フィルタは省略）

注1：第1回目（2009年 3月号，pp.163-169）の図1参照．

注2：第1回目の図6，図7参照．図6で設定している割り込みサービス・

ルーチンの名前も同じ．


